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一般入試前期Ｂ日程

数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，式の計算，円の方程式，指数・対数，平
面ベクトルを選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　空所� ア �はよくできていましたが，空所� イ �はできがよくありませんでした。
　（２）　空所� エ �で b を使って表した誤答が多く見受けられました。
　（３）　空所� カ �が難しかったようです。指数と対数のグラフの関係について，よく理

解してください。
　（４）　よくできていました。

■出題のねらい
　階差数列に関する基本的な計算と数列の和について問いました。

■採点講評
　（１）　できる人とできない人に分かれました。丁寧に考えていけば難しくないはずです。
　（２）　数列の和の計算ができないのか，正答に辿りついた人は少なかったです。
　（３）　比較的よくできていました。
　（４）　最初の数項を計算すれば予想できます。また，解答を503とする惜しい誤答も見

受けられました。

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
対数関数を題材に，微分と三角関数の基本的な知識と理解を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　（２log x）'＝log x＋ 　とするなど微分ができていない解答が見受けられました。

また，接線を求める際に微分係数に x＝mを代入していない解答も見受けられまし
た。

　（２）　tan x の意味を考えるとすぐ正答に辿りつくのですが，わざわざ x 切片， y 切片
を求めて計算した結果，間違えてしまう解答がありました。

　（３）　符号が違うなど，加法定理の公式を間違えている解答が多く見受けられました。
　（４）　（４）まで辿りついた人はほぼできていましたが，m ，n は自然数という条件を見

落としている人が散見されました。

■出題のねらい
三角関数に関する基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　予想よりできていませんでした。三角関数の基本的な計算ですので，確実に解け

るようにしておきましょう。
　（２）　空所� オ �はよくできていました。∠ＡＯＱ＝２θであることを利用すれば，空

所� カ �， キ �は空所� ウ �， エ �よりすぐに求まります。しかし，気づけなかっ
た人が多かったようです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識および多項式の微積分の理解と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，計算ミスをしている人がいました。
　（２）　微分を使わずに，t ＝１のときに S が最大としている誤答が多く見受けられまし

た。微分を使う方法で解いた人は，よくできていました。
　（３）　（２）が解けた人はよくできていました。

■出題のねらい
　絶対値を含む関数を題材に，適切な場合分けを行いグラフを書くこと，積分の応用とし
て図形の面積と回転体の体積について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，場合分けができていない解答が見受けられました。
　（２）　ほとんどの人ができていました。
　（３）　回転体の体積を求める式を作るまではよくできていましたが，途中で計算ミスを

している解答が多く見受けられました。
　（４）　極限について基本的な事項を理解していれば解ける問題でしたが，正答に辿りつ

けていた人は多くありませんでした。
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物理

■出題のねらい
　野球のボールの運動を題材に，運動量，力積，放物運動に関する基本的な問題を出題
しました。また，応用問題として，放物運動の物理現象を数学的に取り扱うことができ
るかを問いました。

■採点講評
　全体の正答率は約50％でした。（１）は，ボールがバットに当たる前後での運動量，
力積に関する問題です。１）は，ほとんどの受験者ができていました。２），３）は

「運動量の変化は力積に等しい」ことから，ボールが受けた力積の向きと大きさを求め
る問題です。２）のベクトルの作図を正答できた受験者は，約50％でした。力学の問題
では，物体や質点にはたらく力の大きさや向きをベクトルで表して作図する問題が出題
されますので，しっかり学習しておきましょう。３）は，大問Ⅰの中で最も正答率が
低かったです。教科書の例題として掲載されている問題です。理解しておきましょう。
　（２）は，放物運動に関する問題です。４），５）はよくできていました。放物運動の
問題を解くときには， x 座標の式と y 座標の式を組み合わせて用いるので，式の取り扱
いができるようにしておきましょう。７）のような問題を苦手としている受験者が多か
ったです。運動エネルギーが２倍になるということは，速度の２乗の値が２倍になりま
す。
　 ア �， イ �はよくできていました。 イ �は計算が少し煩雑ですが，数学の計算力
があれば正答できる問題です。８）は，式③の不等式を満たすV2を求めます。Vの４次
式なので，V2をXで置き換えればXの２次式になります。９）を求めるためには，式④

がヒントになります。tanθM=　　　　　　　　　　　　であり，x 軸から点Ａまでの

高さがＨなので，すぐに正答がわかります。そうすると，△ＡＢＯが二等辺三角形であ
ることがわかるので， ウ �に入る語句を導くことができます。これらの計算を通して
物理現象がきちんとイメージできれば，10）の作図ができます。10）の正答率は約20％
でした。
　物理を理解するためには，数学を使って物理の内容を表現しながら，同時に自然の中
で起こる現象をイメージできることが重要です。大学でいろいろなことを学習するうえ
では，このような思考方法を身に付けておく必要があります。

Ⅰ

x 軸から点Ｂまでの高さ
L

101



出
題
の
ね
ら
い
・

採
点
講
評

一般入試前期Ｂ日程

数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，式の計算，円の方程式，指数・対数，平
面ベクトルを選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　空所� ア �はよくできていましたが，空所� イ �はできがよくありませんでした。
　（２）　空所� エ �で b を使って表した誤答が多く見受けられました。
　（３）　空所� カ �が難しかったようです。指数と対数のグラフの関係について，よく理

解してください。
　（４）　よくできていました。

■出題のねらい
　階差数列に関する基本的な計算と数列の和について問いました。

■採点講評
　（１）　できる人とできない人に分かれました。丁寧に考えていけば難しくないはずです。
　（２）　数列の和の計算ができないのか，正答に辿りついた人は少なかったです。
　（３）　比較的よくできていました。
　（４）　最初の数項を計算すれば予想できます。また，解答を503とする惜しい誤答も見

受けられました。

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
対数関数を題材に，微分と三角関数の基本的な知識と理解を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　（２log x）'＝log x＋ 　とするなど微分ができていない解答が見受けられました。

また，接線を求める際に微分係数に x＝mを代入していない解答も見受けられまし
た。

　（２）　tan x の意味を考えるとすぐ正答に辿りつくのですが，わざわざ x 切片， y 切片
を求めて計算した結果，間違えてしまう解答がありました。

　（３）　符号が違うなど，加法定理の公式を間違えている解答が多く見受けられました。
　（４）　（４）まで辿りついた人はほぼできていましたが，m ，n は自然数という条件を見

落としている人が散見されました。

■出題のねらい
三角関数に関する基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　予想よりできていませんでした。三角関数の基本的な計算ですので，確実に解け

るようにしておきましょう。
　（２）　空所� オ �はよくできていました。∠ＡＯＱ＝２θであることを利用すれば，空

所� カ �， キ �は空所� ウ �， エ �よりすぐに求まります。しかし，気づけなかっ
た人が多かったようです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識および多項式の微積分の理解と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，計算ミスをしている人がいました。
　（２）　微分を使わずに，t ＝１のときに S が最大としている誤答が多く見受けられまし

た。微分を使う方法で解いた人は，よくできていました。
　（３）　（２）が解けた人はよくできていました。

■出題のねらい
　絶対値を含む関数を題材に，適切な場合分けを行いグラフを書くこと，積分の応用とし
て図形の面積と回転体の体積について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，場合分けができていない解答が見受けられました。
　（２）　ほとんどの人ができていました。
　（３）　回転体の体積を求める式を作るまではよくできていましたが，途中で計算ミスを

している解答が多く見受けられました。
　（４）　極限について基本的な事項を理解していれば解ける問題でしたが，正答に辿りつ

けていた人は多くありませんでした。
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■出題のねらい
　野球のボールの運動を題材に，運動量，力積，放物運動に関する基本的な問題を出題
しました。また，応用問題として，放物運動の物理現象を数学的に取り扱うことができ
るかを問いました。

■採点講評
　全体の正答率は約50％でした。（１）は，ボールがバットに当たる前後での運動量，
力積に関する問題です。１）は，ほとんどの受験者ができていました。２），３）は

「運動量の変化は力積に等しい」ことから，ボールが受けた力積の向きと大きさを求め
る問題です。２）のベクトルの作図を正答できた受験者は，約50％でした。力学の問題
では，物体や質点にはたらく力の大きさや向きをベクトルで表して作図する問題が出題
されますので，しっかり学習しておきましょう。３）は，大問Ⅰの中で最も正答率が
低かったです。教科書の例題として掲載されている問題です。理解しておきましょう。
　（２）は，放物運動に関する問題です。４），５）はよくできていました。放物運動の
問題を解くときには， x 座標の式と y 座標の式を組み合わせて用いるので，式の取り扱
いができるようにしておきましょう。７）のような問題を苦手としている受験者が多か
ったです。運動エネルギーが２倍になるということは，速度の２乗の値が２倍になりま
す。
　 ア �， イ �はよくできていました。 イ �は計算が少し煩雑ですが，数学の計算力
があれば正答できる問題です。８）は，式③の不等式を満たすV2を求めます。Vの４次
式なので，V2をXで置き換えればXの２次式になります。９）を求めるためには，式④

がヒントになります。tanθM=　　　　　　　　　　　　であり，x 軸から点Ａまでの

高さがＨなので，すぐに正答がわかります。そうすると，△ＡＢＯが二等辺三角形であ
ることがわかるので， ウ �に入る語句を導くことができます。これらの計算を通して
物理現象がきちんとイメージできれば，10）の作図ができます。10）の正答率は約20％
でした。
　物理を理解するためには，数学を使って物理の内容を表現しながら，同時に自然の中
で起こる現象をイメージできることが重要です。大学でいろいろなことを学習するうえ
では，このような思考方法を身に付けておく必要があります。
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数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，式の計算，円の方程式，指数・対数，平
面ベクトルを選び，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　空所� ア �はよくできていましたが，空所� イ �はできがよくありませんでした。
　（２）　空所� エ �で b を使って表した誤答が多く見受けられました。
　（３）　空所� カ �が難しかったようです。指数と対数のグラフの関係について，よく理

解してください。
　（４）　よくできていました。

■出題のねらい
　階差数列に関する基本的な計算と数列の和について問いました。

■採点講評
　（１）　できる人とできない人に分かれました。丁寧に考えていけば難しくないはずです。
　（２）　数列の和の計算ができないのか，正答に辿りついた人は少なかったです。
　（３）　比較的よくできていました。
　（４）　最初の数項を計算すれば予想できます。また，解答を503とする惜しい誤答も見

受けられました。
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Ⅱ

■出題のねらい
対数関数を題材に，微分と三角関数の基本的な知識と理解を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１）　（２log x）'＝log x＋ 　とするなど微分ができていない解答が見受けられました。

また，接線を求める際に微分係数に x＝mを代入していない解答も見受けられまし
た。

　（２）　tan x の意味を考えるとすぐ正答に辿りつくのですが，わざわざ x 切片， y 切片
を求めて計算した結果，間違えてしまう解答がありました。

　（３）　符号が違うなど，加法定理の公式を間違えている解答が多く見受けられました。
　（４）　（４）まで辿りついた人はほぼできていましたが，m ，n は自然数という条件を見

落としている人が散見されました。

■出題のねらい
三角関数に関する基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　予想よりできていませんでした。三角関数の基本的な計算ですので，確実に解け

るようにしておきましょう。
　（２）　空所� オ �はよくできていました。∠ＡＯＱ＝２θであることを利用すれば，空

所� カ �， キ �は空所� ウ �， エ �よりすぐに求まります。しかし，気づけなかっ
た人が多かったようです。

■出題のねらい
２次関数の基本的な知識および多項式の微積分の理解と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，計算ミスをしている人がいました。
　（２）　微分を使わずに，t ＝１のときに S が最大としている誤答が多く見受けられまし

た。微分を使う方法で解いた人は，よくできていました。
　（３）　（２）が解けた人はよくできていました。

■出題のねらい
　絶対値を含む関数を題材に，適切な場合分けを行いグラフを書くこと，積分の応用とし
て図形の面積と回転体の体積について問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，場合分けができていない解答が見受けられました。
　（２）　ほとんどの人ができていました。
　（３）　回転体の体積を求める式を作るまではよくできていましたが，途中で計算ミスを

している解答が多く見受けられました。
　（４）　極限について基本的な事項を理解していれば解ける問題でしたが，正答に辿りつ

けていた人は多くありませんでした。
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■出題のねらい
　野球のボールの運動を題材に，運動量，力積，放物運動に関する基本的な問題を出題
しました。また，応用問題として，放物運動の物理現象を数学的に取り扱うことができ
るかを問いました。

■採点講評
　全体の正答率は約50％でした。（１）は，ボールがバットに当たる前後での運動量，
力積に関する問題です。１）は，ほとんどの受験者ができていました。２），３）は

「運動量の変化は力積に等しい」ことから，ボールが受けた力積の向きと大きさを求め
る問題です。２）のベクトルの作図を正答できた受験者は，約50％でした。力学の問題
では，物体や質点にはたらく力の大きさや向きをベクトルで表して作図する問題が出題
されますので，しっかり学習しておきましょう。３）は，大問Ⅰの中で最も正答率が
低かったです。教科書の例題として掲載されている問題です。理解しておきましょう。
　（２）は，放物運動に関する問題です。４），５）はよくできていました。放物運動の
問題を解くときには， x 座標の式と y 座標の式を組み合わせて用いるので，式の取り扱
いができるようにしておきましょう。７）のような問題を苦手としている受験者が多か
ったです。運動エネルギーが２倍になるということは，速度の２乗の値が２倍になりま
す。
　 ア �， イ �はよくできていました。 イ �は計算が少し煩雑ですが，数学の計算力
があれば正答できる問題です。８）は，式③の不等式を満たすV2を求めます。Vの４次
式なので，V2をXで置き換えればXの２次式になります。９）を求めるためには，式④

がヒントになります。tanθM=　　　　　　　　　　　　であり，x 軸から点Ａまでの

高さがＨなので，すぐに正答がわかります。そうすると，△ＡＢＯが二等辺三角形であ
ることがわかるので， ウ �に入る語句を導くことができます。これらの計算を通して
物理現象がきちんとイメージできれば，10）の作図ができます。10）の正答率は約20％
でした。
　物理を理解するためには，数学を使って物理の内容を表現しながら，同時に自然の中
で起こる現象をイメージできることが重要です。大学でいろいろなことを学習するうえ
では，このような思考方法を身に付けておく必要があります。
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